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私たち私たちのの““ままちち””をを
私たち私たちでで良くしていこう！良くしていこう！
犯罪や非行を防止し、社会での「立ち直り」を支える人たち

犯罪や非行の防止と、立ち直ろうとする人たちへの理解を深め、
安全で安心な明るい地域社会を築くことを目的とした全国的な運動です。

犯罪や非行を防ぐためには、問題が起きてから対応するだけでなく、
地域のつながりや見守りの中で、誰もが孤立せずに暮らせる環境をつくることも大切です。
さまざまな人たちが、啓発活動や相談活動などを通じて、この運動に取り組んでいます。

市には、安全で安心な明るいまちづくりを支える、さまざまな人たちがいます。
過去に犯罪や非行をした人の「立ち直り」を支援する活動も、地域の人々のボランティアによって成り立っています。

特 集

「社会を明るくする運動」とは？

保護司

犯罪や非行をした人と定期的に
面接し、生活の様子や悩みを聞
きながら、地域での立ち直りを見
守る人たち。

更生保護女性会

「人を支える心」を大切に、地域
のぬくもりの中で、立ち直り支援
や青少年の健全育成を支える人
たち。

青少年対策地区委員会

子どもや若者が地域で健やかに
育つよう、学校や地域と連携し、
見守りや非行防止に取り組む人
たち。

民生委員・児童委員

福祉や子育ての身近な相談役と
して、困りごとを抱える人を必要
な支援につなげる人たち。

更生ペンギンの
ホゴちゃん

社会を明るくする運動を推進する人たち

● 月2回ほどの面接・相談
● 保護観察所への報告
● 関係機関との連携

● 更生保護の啓発活動
● 施設訪問・支援活動
● 地域での見守り活動

● 登下校時の見守り
● 非行防止の啓発活動
● 青少年の相談・支援

● 生活や福祉の相談対応
● 支援機関へのつなぎ
● 地域での見守り活動

主な活動 主な活動 主な活動 主な活動

7月は

「社会を明るく
する運動」

強調月間です



駅頭啓発活動

青少年の更生に関する相談会

地域内清掃活動

横断幕などの掲示

犯罪防止の啓発活動

推進委員会

3

保護司の活動には、地域で暮らすさまざまな人が、それぞれの経験を生かして関わっています。

会社員・団体職員 公務員・元公務員 自営業・会社経営者 主婦・主夫 退職後の人

仕事をしながら
地域に関わる人

地域や制度に
詳しい人

地域に根ざして
働く人

暮らしの目線で
寄り添う人

人生経験を生かして
支える人

現役で働きながら活動す
る人

元教員、元警察官、行政経
験者など

商店、工場、事業主、会社
役員など

家庭や地域活動の経験を
生かす人

会社を退職した人

社会を明るくする運動と、
市で行われている
                   主な取り組み

7月は「社会を明るくする運動」
強調月間です

社会を明るく
シンボルマーク

東大和市駅や市役所市民ロビーで啓発
物品を配布し、「社会を明るくする運動」
を PRしています。

青少年の更生に関する相談会を開催
しています。本人や家族の悩みを受け
止め、必要な支援につなげています。

地 域の清掃活動を通じて、地 域の
方々との交流を深めています。顔の見
える関係づくりが、見守りや支え合い
の輪を広げています。

強調月間である7月には、市内各所に
横断幕を掲示し、地域の皆さんに向
けた啓発活動を行っています。

市内のイベントや学校などで、犯罪
や非行の防止を呼びかけています。
地域全体で子どもたちを見守る意識
づくりにつなげています。

活動報告や活動計画など、1年間の
活動について話し合っています。また
情報交換の場になっています。

地域を支えている人たち

次ページには社会を明るくする運動について、活躍する保護司のインタビュー

法務省保護局社会を明るくする運動
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東大和市の保護司に聞く、
立ち直りを支える思い

話し相手になり、
気がやすまる居場所でありたい。
まずは
話を聞くことから

信頼してくれた瞬間が
うれしい

市で活動している保護司の方に、活動のきっかけ、 大切にしていること、
やりがい、地域への思いを聞きました。

小嶋 由美子さん

　保護司の役割は、誰かを変えることではあり
ません。
月に2回ほど面接を行い、学校や仕事のこと、
家族のこと、悩みや不安を聞きながら、見守り
を続けます。
　「立ち直らせよう」と力を入れるのではなく、
「ここに来ると少し安心できる」と思ってもらえ
る場所になること。その積み重ねが、前に進む
きっかけになると感じています。

　いくつになっても、社会と繋がっていられるこ
とは有難いことです。
　また、大勢の更生保護に携わる皆さんとの出
会いや交流は、かけがえのない私の財産となっ
ています。

　最初は緊張して言葉の少なかった人が、少し
ずつ打ち解けてくれることがあります。担当期間
が終わったあと、街で偶然会って「先生」と声を
かけてくれたこともありました。そんな瞬間に、
この活動を続けてきてよかったと感じます。

保護司歴38年

義父が保護司会の会長を務めていたこ
とがきっかけで保護司に。子育てと両
立しながら活動を続けてきた。

プロフィール

保護司の活動

1 2 3保護観察
月2回ほど会い、生活の様子を聞く

生活環境の調整
安心して暮らせる環境を整える

犯罪予防活動
地域に知ってもらい、理解を広げる

更生保護の中心となる活動で、犯罪や非行
をした人に対して面接をとおして更生を図る
ための約束ごと（遵守事項）を守るよう指導
するとともに、生活上の助言や就労の援助な
どを行い、その立ち直りを助けるものです。

犯罪や非行をした人が、再び地域の一員として暮らしていけるよう支える活動
を「更生保護」といいます。 取締りや制度だけでなく、人とのつながりを持つこ
とが、再犯を防ぎ地域の中での再出発を後押しします。

保護司の活動で大切なのは、相手を責めたり指導したりすることではありませ
ん。まず話を聞き、一人にしないこと。良いところを信じ、必要な支援につなぎ
ながら見守ることです。安心して話せる関係が、立ち直りへの第一歩です。

「もう一度やり直したい」を支える活動 気がやすまる居場所になる

少年院や刑務所に収容されている人が、釈
放後スムーズに社会復帰を果たせるよう、
釈放後の帰住先の調査、引受人との話し合
いなどを行い、必要な受け入れ態勢を整え
るものです。

● 月2回ほどの面接・相談
● 生活状況や悩みを聞く
● 保護観察所への報告

● 住まいの相談
● 仕事や就労の相談
● 必要な支援につなげる

● 駅頭での啓発活動
● 相談会や地域での周知
● 立ち直りへの理解促進

更生保護とは？ 保護司が大切にしていること

犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える
地域のチカラを高め青少年の健全育成や
安心して暮らせるまちづくりのために「東
大和市の社会を明るくする運動」などを
とおして犯罪予防活動に努めています。

東大和市駅
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少しずつ心を開いてくれたとき、
役に立てたのかなと思います。
声をかけられたことが、
はじまりだった

話を聞くことで
見えてくるもの

尾﨑 潔さん

　保護司になって2年ほどです。地域で活動し
ていた保護司の方から声をかけていただいたの
がきっかけでした。実は当時、私は保護司の制
度をほとんど知りませんでした。
　退職後、「何か地域の役に立つことができれ
ば」という思いがあり、説明を聞いて引き受けて
みようと思いました。

　現在は月に2回ほど面接を行い、生活の様子
や悩みごとなどを聞いています。無理に何かを
教えるのではなく、相手の話を受け止めることを
大切にしています。
　少しずつ心を開き、自分の考えや夢を話して
くれるようになると、この活動の意味を実感し
ます。

　最初はこちらに対し心を閉ざしている人でも、面
接を重ねるうちに学校や仕事、将来への思いなど
を話してくれることがあります。その変化を見るた
びに、保護司も少しは力になれているのだと感じ
ます。私自身も多くの学びをいただいています。

立ち直る人を支え、誰もが安心して暮らせるまちを、
みんなでつくっていきましょう。

子どもの非行などの問題で、お悩みの方や、
いじめや犯罪などの被害を受け、精神的な
ショックを受けている少年のために、心理
専門の職員が秘密厳守、無料でご相談に応
じます。お気軽にご相談ください。

「社会を明るくする運動」に関する詳細や
問い合わせは、健幸福祉部 地域福祉課へ
直接ご連絡ください。

相談したいとき

市内に在住のお子さん（18歳未満）とその保護者対

毎週月曜・第4木曜日13:00〜16:00日  

子ども家庭センター場

地域福祉課：内線 1131問

市内では、多くの人が支え合いながら活動
しています。知ることが、支える輪を広げる
第一歩です。

支える人の輪を広げていこう
東大和市で

知ることが、支える輪を広げます

ホームページでも
情報を掲載しています ▶

※前日までに要事前予約

活動に関心があるとき

保護司歴2年

理解が広がる

以前からボランティア活動に関心があ
り、「地域の役に立ちたい」という思い
で保護司を始める。

プロフィール

国内で検挙された人のうち、過去に罪を犯した人が約半数を占めている現状があります。
過ちを繰り返さないために、生活を安定させることが非常に重要です。

住まい、仕事、相談相手、地域との関わり。
こうしたサポートが、犯罪のない明るい社会の実現につながっています。

再犯を防ぐために、必要な支え

生活が安定し、前を向いて
歩み直せます。

再犯を防ぐ
安心して生活を始める
土台になります。

住む場所がある

生活の安定や将来への
希望につながります。

働く・学ぶ場がある

安心して話せることで、
前向きな気持ちになり
ます。

相談できる人がいる

孤立を防ぎ、見守りの中
で暮らせます。

地域とつながる

保護司 小嶋さん・
尾﨑さんの
動画はこちら     ▶
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夏の暑さを吹き飛ばせ！イベントもりだくさん !

第 26 回 東大和市立中学校

けやきジュニア音楽祭
市内中学校の吹奏楽部や合唱部が日頃の練習の
成果を発表します。生徒たちが夏のコンクール前
の時期に行う熱意のこもった演奏や合唱を、ぜひ、
ご鑑賞ください。

問  教育指導課：内線 1534

7/11（土）
13:30-16:15

一日図書館員募集
夏休みに一日図書館員になって図書館の仕事

（貸出、返却、本の装備など）を体験してみませんか。
対象：�市内在住・在学の小学5・

6年生 / 8人（抽選）　
申込：�7/1（水）〜15（水）に　

電話/窓口/Webで申込

BOOKOFF 東大和市中央図書館
☎ 042-564-2454

7/24（金）
9:00-12:15

小学生向け

認知症キッズサポーター
養成講座

認知症の方を温かく見守る応援者「認知症サポーター」の養成講座を
小学生向けに開催します。参加した児童にはオリジナルグッズを

プレゼントします。ぜひ、ご参加ください。
　　対象：市内在住・在学の小学４年生～６年生 /30人（申込順）

Web/電話で申込み

問  介護保険課：内線 1171

enjoy かけっこ教室
鬼ごっこを通じて
「走力・思考能力・判断力」を伸ばします。
担当講師 :わぎコーチ
対象：5歳児から小学生 / 15人（先着順）
申込：�予約不要、体育館総合受付にて申込

ひとり1回600円
　　   ※（参加費先払い制）

東大和 S ＆ D 体育館
☎ 042-566-3531

平和祈念
キャンドルシェードを作ろう！

「平和祈念キャンドルシェード」の制作にご協力をお願いします。
制作いただいたキャンドルシェードは、8月開催の「平和市民のつどい」
で展示します。市内公共施設に和紙や
マーカーなどを用意していますので、
ぜひご参加ください。
※和紙がなくなり次第終了となります。
※作品が刊行物などに掲載される場合が
　あります。

対象：どなたでも！

問  市民生活課：内線 1711

�s�m�•�b�̂ �U�•�l�o�V�‡�b�{�¥�M�l�V�“�̧�̀�̂�‡�d�œ�T�•
�¢�º�p�‰�5�̂ �•�”�ä�M� �Õ�ï�Ä�T�’�‹�̀�M�S	Z�T�Z�µ�Ù�¿�Ä�‡�p�z�F�w�ë�«�ë�«�›�W�Ž�l�q�m�Š���̂�‡�̀�h�{

東大和 S ＆ D 体育館

ハミングホール（大ホール）
児童館、公民館、図書館

7/24（金）
10:00-11:30

中央公民館ホール

7/1（水）

 〜 31（日）

7/18（土）
  ① 9:15-10:15
  ② 10:20-11:20

BOOKOFF 
東大和市中央図書館






















